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附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
環
境
大
臣
が
し
た
行
為
等
に
関
す
る
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
の
施
行
前
に
環
境
大
臣
が
下
水
道
法
（
昭

和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第
四
条
第
三
項
及
び

第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）又
は
下
水
道
法
第
二
十
五
条
の
三
第
四
項
及
び
第

六
項
（
同
条
第
七
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）の
規
定
に
よ
り
し
た
行
為
は
、
相
当
の
地
方
環
境

事
務
所
長
が
し
た
行
為
と
み
な
し
、
こ
の
省
令
の
施
行

前
に
当
該
規
定
に
よ
り
環
境
大
臣
に
対
し
て
し
た
行
為

は
、
相
当
の
地
方
環
境
事
務
所
長
に
対
し
て
し
た
行
為

と
み
な
す
。

（
地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

３

地
方
環
境
事
務
所
組
織
規
則
（
平
成
十
七
年
環
境
省

令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
条
第
十
七
号
中
「
意
見
」
の
下
に
「
及
び
通
知
の

受
理
」
を
加
え
る
。

〇
内
閣
府
告
示
第
百
六
十
八
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
北
洋
銀
行

二

住
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
三
丁
目
七
番

地
〇
内
閣
府
告
示
第
百
六
十
九
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
北
海
道
銀
行

二

住
所

北
海
道
札
幌
市
中
央
区
大
通
西
四
丁
目
一
番

地
〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
北
陸
銀
行

二

住
所

富
山
県
富
山
市
堤
町
通
り
一
丁
目
二
番
二
十

六
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
一
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
二
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
二
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

帯
広
信
用
金
庫

二

住
所

北
海
道
帯
広
市
西
三
条
南
七
丁
目
二
番
地

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
三
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
九
番
一
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
四
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
四
十
七
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
四
月
十
七
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

農
林
中
央
金
庫

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
有
楽
町
一
丁
目
十
三
番
二

号
〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
五
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
五
十
一
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
二
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
六
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
五
十
二
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
国
際
戦
略
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機
関

を
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
九
番
一
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
七
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
五
十
三
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機

関
を
平
成
二
十
四
年
三
月
二
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
九
番
一
号

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
八
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
五
十
四
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機

関
を
平
成
二
十
四
年
三
月
五
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指
定

し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
大
光
銀
行

二

住
所

新
潟
県
長
岡
市
大
手
通
一
丁
目
五
番
地
六

〇
内
閣
府
告
示
第
百
七
十
九
号

総
合
特
別
区
域
法（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
八
十
一
号
）

第
五
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年

四
月
十
二
日
内
閣
府
告
示
第
五
十
五
号
を
も
っ
て
公
示
し

た
地
域
活
性
化
総
合
特
別
区
域
計
画
に
係
る
指
定
金
融
機

関
を
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
日
付
け
で
次
の
と
お
り
指

定
し
た
の
で
、
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

名
称

株
式
会
社
三
井
住
友
銀
行

二

住
所

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
一
番
二
号

〇
環
境
省
令
第
十
六
号

地
域
の
自
主
性
及
び
自
立
性
を
高
め
る
た
め
の
改
革
の

推
進
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

及
び
下
水
道
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
九
号
）
第

四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
下
水
道
法
第
四
十
条

第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る

権
限
を
定
め
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ

う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
四
年
六
月
四
日

環
境
大
臣

細
野

志

下
水
道
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方

環
境
事
務
所
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
省
令

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

下
水
道
法
第
四
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
地
方
環
境

事
務
所
長
に
委
任
す
る
権
限
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
七

年
環
境
省
令
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

本
則
中
「
第
三
号
」
を
「
第
五
号
」
に
改
め
、
本
則
第

三
号
を
本
則
第
五
号
と
し
、
本
則
第
二
号
中
「
法
第
二
十

五
条
の
三
第
三
項
（
同
条
第
四
項
」
を
「
法
第
二
十
五
条

の
三
第
四
項
（
同
条
第
七
項
」
に
改
め
、
同
号
を
本
則
第

三
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

法
第
二
十
五
条
の
三
第
六
項
（
同
条
第
七
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知

を
受
理
す
る
こ
と
。

本
則
第
一
号
中
「
法
第
四
条
第
二
項
」
を
「
法
第
四
条

第
三
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）」
に
改
め
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

法
第
四
条
第
五
項
（
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用

す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
よ
る
通
知
を
受
理
す

る
こ
と
。

附
則
第
二
項
中
「
第
一
号
及
び
第
二
号
」
を
「
第
一
号

か
ら
第
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。
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